
宮城県

防災教育を中心とした
実践的安全教育総合支援事業

学校の安全管理体制の構築・強化について

～宮城県の取組～
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宮城県

東日本大震災
発生日時：平成23年3月11日 午後2時46分

地震の規模：マグニチュード９

最大震度：７

公立学校等の死者・行方不明者数
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幼児・児童・生徒 教員

幼 稚 園 ９ ０

小 学 校 １８６ １４

中 学 校 ７５ ３

高 等 学 校 ８７ １

特別支援学校 ５ １

計 ３６２ １９

(H2８.９.１０現在 宮城県教育委員会）

本県の現状①



宮城県
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【災害安全に関して】
平成20年6月14日 岩手宮城内陸地震
平成27年9月11日 関東・東北豪雨

【交通安全に関して】
○県内の交通事故件数 8，503件（平成27年度）
○登下校中の主な事故では，横断歩道横断中や自転車による事故
が多い

【学校管理下における主な事故・事故件数等】
○事故 平成25年 死亡件数2件

平成26年 死亡件数2件
（日本ｽﾎﾟｰﾂ振興ｾﾝﾀｰ死亡見舞金支給より）

○事件
平成20年大郷町で小学6年生児童が校門前で刺され重傷を負
う事件が発生

本県の現状②



宮城県

防災教育・防災体制の再構築を図る

二度とこのような犠牲者を出さない
次の災害に備える

○この震災を後世にしっかり語り継ぐ
○危機管理意識の高揚
○防災教育の体制整備

東日本大震災の教訓から
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宮城県

震災を教訓とした防災・安全体制構築のための人的配置

防災主任 安全担当主幹教諭

配置 県立公立学校654校667人
（内安全担当主幹教諭兼務52人）

地域の拠点となる小・中学校
県内全市町村80名（仙台市含む）

役割

【防災担当主幹教諭の役割】（従前の役割）
○域内の小・中学校等の防災主任への支援
○学校と地域が連携して防災教育を推進してい
く体制の整備

○防災教育に関する相談，情報提供
○小・中学校等の教員に対する研修への協力
○合同防災訓練等の実施に向けた，地域内の
学校と自治体防災担当部局との連絡調整 等

※これを学校安全の３領域【災害安全，
交通安全，生活安全（防犯含む）】に拡大

【いじめ・不登校対策・心のケアに係る地
域連携に関する業務】

※平成24年度より防災主任，防災担当主幹教諭（平成28年度より安全担当主幹教諭）を配置

【 校 内 】 【 校 外 】

・防災教育指導計画
策定
・防災訓練の実施
・学校防災体制の整
備
・校内研修企画実施
・防災マニュアル策定
や見直し

等

学校での防災教育の推進，防災体制の強化
の中心的な役割と自校の地域連携推進の
コーディネーター役として

・防災部局との連絡
調整
・地域自治会等との
連携
・地域合同防災訓練
実施
・近隣学校間との連
携

等

※平常時だけでなく，災害発生時の対応や
復旧時においても中心的な役割を担う。
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宮城県

防災担当主幹教諭
H28～安全担当に拡充

防災主任・安全担当
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防災主任・安全
担当主幹教諭を
中心とした
地域連携の
イメージ
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今後，宮城が進める地域と連携した学校安全推進体制



宮城県

防災教育を中心とした実践的
安全教育総合支援事業の取組を通じた
安全管理体制の構築・強化

３市町による実施

○柴田町

通学路合同点検の実施

○石巻市

ＳＰＳ認証に向けた実践

○大崎市

学校・地域防災（安全）委員会の設置
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大崎市

石巻市

柴田町



宮城県
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柴田町の取組の一例

モデル校：柴田町立東船岡小学校

・地域の安全に関する協議会の設置

・交通安全に関して学校・教育委員会・警察との通学

路の合同点検を実施

・学校安全アドバイザー（大学教授）の派遣

→点検及び安全指導ならびに助言



宮城県
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１ 災害安全に関わる多様な避難訓練

地域合同津波想定訓練 給食時地震想定訓練

災害安全に関すること

２ 学校防災教育地域防災連絡会

・牡鹿中学校区（鮎川小・大原小・
寄磯小・牡鹿中）の4校と地域の
関係者と連携

石巻市の取組の一例 SPS認証に向けた実践

モデル校：石巻市立鮎川小学校



宮城県

１ ヘルメットの着用

通学時の安全管理に関すること

・登下校の際，ヘルメットを着用することをきまりとして，
交通安全に気を配りながら歩いている。

２ 通学指導

・毎月第4水曜日の業前活動で実施
登下校時の交通安全について，担当教員より確認

３ 学校区パトロール

・年間4回（4月・6月・10月・１月），教職員や地域ボラ
ンティアの方が児童と一緒に下校し，通学路の確認及び
危険箇所の点検を行う。
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宮城県
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１ 不審者対応に備えた教職員の意識向上

２ 地域警察と連携した不審者対応避難訓練

生活安全に関すること



宮城県
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○年３回開催

○主な協議の内容

・災害・事故発生時における各機関の対応

・自然災害をはじめとする地域の危険箇所の確認

・各小学校区等における課題の共有

・各学校の地域に根差した防災教育や安全教育への助言

・防災訓練（合同引き渡し訓練）等の取組支援

・訓練実施後の課題の共有 等

大崎市の取組の一例

モデル校：大崎市立岩出山小学校

学校・地域防災（安全）委員会の設置



宮城県

学校・地域防災（安全）
委員会の組織

関係防災担当部局

○岩出山総合支所
地域振興課総務防災担当

ＰＴＡ

○岩出山小学校父母教師会

ボランティア

○市社会福祉協議会

自主防災

○婦人防火クラブ
岩出山支部

○岩出山地区自主
防災連絡協議会

○大学町行政区

設置者

○市教育委員会
学校教育課

防犯（見守り）関係

○防犯協会岩出山支部
○スクールガード・リーダー

警察

○岩出山交番

消防関係

○消防署岩出山分署
○消防団岩出山支団

社会教育

○岩出山地区公民館

アドバイザー

○大学教授

町内学校関係

○岩出山高等学校
○岩出山中学校
○いわでやま幼稚園
○放課後児童クラブ
○西大崎小学校
○上野目小学校
○池月小学校
○真山小学校

岩出山小学校

○校長，職員等
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宮城県

保護者や関係機関等との連携による取組

学校・地域
防災（安全）
委員会

一斉・集団
下校指導

防犯教室
防災(安全)教育
シンポジウム

（中学校区）
引き渡し訓練

地震・火災想定
避難訓練防災授業づくり

郷土を学ぶ活動

学校安全講演会
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宮城県

学校・地域防災（安全）委員会における
持続可能な安全教育の推進に向けた取組
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←平成27年関東・東北豪雨被害をふまえ
た危険箇所の確認



宮城県

岩出山中学校区児童生徒引き渡し訓練
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宮城県
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地域や保護者と連携した取組

登下校時の見守り活動 夏休みの地区巡視

集団下校訓練 学校安全講演会



宮城県

事業実施による成果と課題

○学校と地域が連携した取組に発展できた。

○「防災教育を中心とした学校安全フォーラ
ム」等で先進的な取組として実践を発表し，
他地域での学校安全の取組に生かされている。

▲すべての地域で地域との訓練等の実施に向け
た連携体制の構築が求められる。

▲県立学校も地域の学校として小中学校ととも
に地域と連携した取組が求められる。
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